
平安時代、上皇の熊野参詣の先達を務めた京都の寺院
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』と湯浅には深い関わりがあり、その歴史的な
行事は現在にまで受け継がれています。この歴史的風致を
知っていただくため、このたび、聖護院門跡の宮
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主による町制施行120周年の記念講演を開催します。皆さ
まぜひご参加ください。

◆日　時　９月６日（火）　午前11時～12時
◆会　場　深専寺本堂（湯浅町湯浅785）　 
◆定　員　100名
　　　　　〔参加費無料・事前に整理券をお求めください〕
　　　　　◯整理券配布場所
　　　　　　役場産業観光課・駅前多目的広場・深専寺
◆主　催　湯浅町歴史文化財活用実行委員会
◆協　力　湯浅町観光協会、龍谷大学校友会海南有田支部
◆問合せ　役場産業観光課　☎64-1128

※講演終了後、聖護院門跡の山伏による行列と護摩法要が
行われます。こちらは整理券不要で見学できます。

湯浅町制施行120周年記念“町民歴史講座”のご案内
「聖護院門跡と深専寺」
平成28年度 文化遺産を活かした地域活性化事業

講演レポート②「地域のことはみんなで」
皆さん、養殖と天然のブリどちらが美味しい

と思いますか？長島町はぶりの養殖が盛んです
が、都会のスーパーでは養殖だから人気がない。
僕は、生産者と消費者をつなぐことが大事だと
思い、『長島大陸食べる通信』という雑誌を作
りました。生産者の苦労や想いを伝えてたい
という思いで、たくさんの方に関わってもらっ
て作りました。これは、ワイワイガヤガヤいろ
んな人が集まる場の提供、地域づくりの仕掛け
の一つです。もう一つの仕掛けは、「ブリ奨学
金」です。出世魚で回遊魚であるブリに掛けて、
高校のない長島町から転出した若者に成長して
戻ってきてほしいという願いを込めました。画

期的な点は、信用金庫と提携し超低金利の奨学
ローンを作ったこと。このローンを借りて地元
に戻ってくると返済金の補てんをする制度です
が、その財源である基金は、地元の業者さんや
信用金庫、町民みんなの寄附で賄われています。
みんな人口減少に危機感を持っているのです。
⇒11月号へ

講師：鹿児島県長島町副町長　井上貴至氏

湯浅町制施行 120 周年記念特集　記念式典特別講演
『地域づくりは楽しい』
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